


�������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

稲 作 「登熟期間の水管理 ～品質を決める仕上げの水管理～」……………………1

麦 作 小麦の収穫後の管理および播種時におけるポイント…………………………4

令和元年度小麦作柄調査の概要について………………………………………17

も く じ

売れる米を 低コストで 安定生産

めざそう 小麦の 品質向上

適正な 農産物検査の 実施



「登熟期間の水管理 ～品質を決める仕上げの水管理～」

1．水稲の生育経過と今後の気
象予測

（表1）

（図1）

2．登熟期前半の水管理
⑴ 出穂・開花時は湛水状態に

⑵ 高温には要注意！

（写
真1）

農作業期 本年 平年 差

生育期節 本年 平年 差

調査区分 6月1日 6月15日 7月1日

表1 水稲の生育状況と生育期節・農作業期
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3．登熟期後半の水管理

（図
2）

⑴ 落水時期

⑵ 落水後は「溝切り」を

（写真2）

（図3）

⑶ 土壌水分の目安

図1 登熟期間の水管理模式図

写真1 腹白粒・乳白粒

図2 落水時期と収量の関係
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（表2）

4．もち米の胴割れ防止の水管理

（写真3、4）

（図4）

表2 落水後の土壌水分の目安
H

写真2 出穂後の「溝切り」

図3 溝切りの施工方法

写真3 「風の子もち」の胴割粒と砕け米 写真4 「ななつぼし」の胴割粒

図4 胴割れ粒の発生要因と対応策
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小麦の収穫後の管理および播種時におけるポイント

1 麦稈の利活用
⑴ すき込み

窒素飢餓：有機物分解に伴い施肥窒素が
微生物に取り込まれ、作物が窒素不足にな
ること

C
N C N

C／N比：有機質資材に含まれる炭素量
を窒素量で割った値で、土壌に施用された
ときの分解・窒素放出の速さの目安。
炭素率が高いほど分解・放出が遅い

C N

表1 麦稈生産量と施肥対応方針

処理法 標準的乾物量
（kg／10a）

すき込み時
C／N比
（参考）

窒素飢餓
有無

窒素放出
時期

減肥可能量（kg／10a）

N K2O

C N
C N

C N
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⑵ 堆肥化
C

N

（表2）

2 後作緑肥の導入

表2 牛ふん麦稈たい肥の肥効率と減肥可能量

後作物 施 用 期 間 乾物率
（％）

成 分 量 肥料換算係数 減 肥 可 能 量
（㎏／現物1t） （％、化学肥料＝1） （㎏／現物1t）

T－N P2O5 K2O T－N P2O5 K2O N P2O5 K2O

t a
t a

a
a a a a

写真1 小麦収穫後の堆肥散布
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（表3）

a

（表
4）

（表5）

表4 主な後作緑肥作物の栽培利用指針

作 物 名 地 域 時 期（月／旬） は 種 量 乾物収量 C／N比は種 すき込み （㎏／10a） （㎏／10a）

表3 緑肥の効果

作 物 名 科 名
効 果

有機物 窒 素 物理性 透水性 キタネグサレ キタネコブ 菌根菌 病 害 雑 草 土壌浸 養分流 農村景
供 給 効 果 改 善 改 善 センチュウ センチュウ 抑 制 食防止 亡防止 観保持
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（表6）

3 土壌物理性の改善
（表7）

表5 緑肥を小麦跡地に導入した場合の後作物の窒素減肥可能量 a
麦稈処理 緑肥の 緑 肥 の 乾 物 重 （㎏／10a）

（すき込み量） C／N比 200 400 600 800

a

a

C N

a a
a

表6 緑肥すき込みに伴う後作へのカリ減肥対応
土壌診断 交換性カリ 施 肥 対 応区 分 （㎎／100ｇ）

写真2 後作緑肥（シロカラシ類） 写真3 後作緑肥（ひまわり）
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（写真4）

（写真5）

「補助暗きょのポイント」
・圃場の状態を把握し、目的にあった工法、機種を選択しましょう。
・心土破砕などは、圃場が乾いている時に、できるだけゆっくりと施工しましょう。
・広幅型心土破砕は、機種によって表層に下層土を混入するものがあるので注意しましょう。
・どの工法も、暗きょが施工されていることが必要です。
・暗きょと直交するように施工しましょう。
・有材心土破砕以外の施工効果は短期的です。状況によっては毎年の施工が必要です。

表7 補助暗きょの工法と期待される効果の程度（目安）
工 法 耕盤層対策 排水対策 商 品 名 の 例

写真4 排水不良圃場で発生した表面滞水 写真5 カットドレーン施工
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秋まき小麦播種のポイント

1 低pH対策
pH
pH

pH

pH
pH

pH

2 銅欠乏対策

3 適期・適量播種の考え方
収穫する穂数は秋のうちに確保する！

⑴ 生産性の高い穂を揃える

（写真1・2・表1）

表1 頑健茎と針茎、越冬後出現茎の特性

茎の分類 有効茎歩合
（％）

1穂子実重
（ｇ）

1穂粒数
（粒）

千粒重
（ｇ）

稈 長
（㎝）

穂 長
（㎝）

写真1 越冬前の茎の分類

写真2 左：頑健茎由来の穂
右：針茎由来の穂
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⑵ 越冬前の目標茎数

表2

4 「きたほなみ」の播種期・
播種量（道央・道北地域）

⑴ 播種適期

（表4）

（図1） 図2

表2 主茎葉数ごとの越冬前茎数と播種量
主茎葉数
（葉）

株当たり茎数（本／株） 播種量
（粒／㎡）

成熟期650本／㎡確保時の越冬前茎数
頑健茎 針 茎 頑健茎 針 茎 合 計

% % %

表3 播種粒数と播種量
播種粒数
（粒／㎡）

播種量
（㎏／10a）

図1 越冬前主茎葉数と倒伏程度
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表4 地域毎の播種期の目安 H

地 域
上 川
道央北部
羊蹄山麓

道央中央部
（気象条件の
厳しい地帯）

道央中部

道央南部
留 萌

項 目 道央地域 道北地域

図2 各地区アメダス10カ年平均値による「きたほなみ」と播種時期と晩限の目安

図3 播種粒数別の積算気温と越冬前茎
数／㎡のモデル

図4 目標越冬前茎数1000本／㎡の積算
気温と播種量
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⑵ 播種量

a
a （図3、図4、表3）

a

⑶ 「makiDAS」 の活用

makiDAS

https : //www.hro.or. jp/ list/agricultural/
center/ndas/index.html

5 「きたほなみ」の播種期・
播種量（道東地域）

⑴ 播種期

（図5・表5）

⑵ 播種量

（図6・7）

H H

（表6）
⑶ 播種量に関する留意事項

（表
7）

表5 播種適期と越冬前生育目標
H

地 域 播種期の目安

項 目 道東地域

図5 播種後の積算気温と主茎葉数の関係
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1,100 1,500

1,500 2,100

6 「ゆめちから」の播種期・
播種量

表6 道東地域における地帯別適期播種量の設定

地 帯 場 所 播種適日 項 目

最 暖 年
↓

最 寒 年
↓

越冬前茎数
900本／㎡以下目標

越冬前茎数
370本／㎡以上目標

表7 土壌タイプ別の出芽率

地帯 土 壌 タ イ プ 圃場数 平均出芽率
（％）

図6 越冬前茎数と倒伏の関係

図7 穂数と倒伏の関係
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⑴ 目標とする生育量

a

（表8）
⑵ 播種期及び播種量

（図8）

表8 「ゆめちから」の栽培目標
項 目 栽培目標 備 考

a a
a

図8 越冬前の積算気温と主茎葉数
図9 越冬前の積算気温と播種粒数

図10 「ゆめちから」の播種適期
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（図9）

図
10 図11

7 播種精度を高めるために

図11 「ゆめちから」の播種適期

写真3 深まきによる欠株発生

写真4 深まきの生育は遅れる
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→

（写真3、
4、図12）

（写真5）
（写真6）

（写真7）

図12 深まきの弊害

写真5 パワーハロー 写真6 ロータリーハロー＋鎮圧ローラ 写真7 カルチパッカローラ
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令和元年度小麦作柄調査の概要について

北海道立総合研究機構北見農業試験場 主査（育種） 大 西 志 全

NOSAI

JA

調査風景
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SPAD

参加者全員（芽室町にて）
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